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ひとりの違いを丁寧に受けとめていく保育が推奨されている今日 1)障害の有無に関わらず、  
全ての子どもたち一人ひとりが主体の保育を実現させていくことは、日本の保育社会全体  
の課題であると言えよう。 
   本研究は、発達支援をテーマに継続する研修が、保育者の保育観や各園の保育そのもの  
に影響を与え、子ども主体の保育が形成されていくプロセスを明らかにするものである。  
本研究で定めた期間に実施した研修前後の質問紙回答を分析した結果、初めて 3 回の継続  
研修に取り組んだ保育機関の受講者には、子ども理解に対する意識変化の芽生えが確認さ  
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筆者らは、子ども家族早期発達支援学会の会員でもあり、2020 年 3 月より、主に保育・療育の
専門家で構成される研究会に属して、多様性の尊重を実現する保育を共に学んできた。発達支援を














 研究協力園である保育機関 4 園に対して、X 年度内に 2 回～3 回の研修を、筆者ら 2 名が講師を
務め実施した。研究協力園は、当該年度初めて継続的な園内研修に取り組んだ 2 園と、研修 4 年目
の 2 園の計 4 園である。研修内容は講師により異なるが、発達障害や障害が心配され、気になる子
どもの援助と保育の繋がりを柱にした。また内容に大きなばらつきが生じないように、共通のテキ






















なる子どもに対する認識 ②保護者対応 ③専門機関との連携 ④園内連携 ⑤保育に対する認
識 の５つの下位尺度から構成される 17 項目のリカート尺度に編集した。質問紙への回答は「と
てもそう思う」から「全く思わない」までの 4～1 の 4 件法で、数値が高い程特徴的であることを
示す。下位尺度の名称と特徴は以下の通りである。 
1) 気になる子どもに対する認識 
 3 項目からなり、子どもの障害や行動への憂慮の度合いを測定する。合計得点のレン  
ジは 3～12 点で、得点が高いほど子どもの障害や行動への憂慮・心配の度合いが高い  
ことを意味している。 
2) 保護者対応  
3 項目からなり、保護者の理解不足やそれを気にする度合い、保護者との関係維持  
の難しさを測定する。合計得点のレンジは 3～12 点で、得点が高いほど困難の度合い 
が高いことを意味している。 
3) 専門機関との連携 
 ４項目からなり、互いの専門性の尊重や協力関係を測定する。合計得点のレンジは  
3～12 点で、得点が高いほど協力関係が良好であることを意味している。         
4) 園内連携 
4 項目からなり、同僚性と自己肯定感を測定する。合計得点のレンジを 3～12 点で、 
得点が高いほど、協力関係が良好であることを意味している。  
5) 保育に対する認識 




























4-1  調査項目の集計結果 
初めて研修に取り組んだ 2 園の参加者をひとまとめにしてグループ A、研修 4 年目の 2 園の参
加者をひとまとめにしてグループ B として以下に基礎情報を整理した【表 1】。 
 




各下位尺度得点に対して、グループ A とグループ B 別々に研修前と研修後の得点に違いがある




















 次に、研修前と研修後別々にグループ A とグループ B の得点を比較した。研修前の「気になる












においては、グループ B の回答者はグループ A の回答者より、連携が良好であることを表明した、
11.55 vs. 12.79, t(48)-2.15, p<0.05。他の検定は統計的に有意とはならなかった。  
 
4-2  自由記述の分析結果 
最初に受講者名に通し番号をつけ記号化した。次に、自由記述を意味の単位で切り分け、切片
化されたデータを番号ごとに下位番号をつけて層別化した。その結果 A グループからは、9【表
3】(文末に掲載)、B グループからは 4【表 4】(文末に掲載)の項目が抽出された。抽出された項目
は以下の通りである。 
A グループ 
① 連携  ②氷山モデル  ③発達的視点  ④環境調整   ⑤個別支援  
⑥多様性の尊重 ⑦保護者支援  ⑧研修の手法等 ⑨その他 
 B グループ 








その変容を(1)気になる子どもの理解と支援 (2)多様性の尊重とインクルーシブ保育  (3)発達
支援継続研修の意義 の 3 つの観点で以下に考察する。 
 
(1)気になる子どもの理解と支援 
研修前の「気になる子どもに対する認識」については、グループ A はグループ B よりも、子ど
もの行動に対して心配や憂慮が強いことを表明した。そして、同尺度は、研修の前後で A グルー






B グルーブに、研修前後に子どもの認識の変化が確認されなかったのは、既に 3 年間同テーマで
研修を重ねてきて、支援の基本的な考え方が浸透している結果であったと考える。これは、A グル
ープから抽出された③氷山モデル ④発達的視点 ⑤個別支援 が、B グループの自由記述層別化























に捉えているのである。B グループの保育者の多くは、継続 4 年の研修を経て、保育観や子どもを
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項目 NO 自由記載内容
1の1 情報共有は上手くいっている
1の2 具体的な支援方法の相談ができるともっとよい
2の1 専門機関との連携は児にとって必要な対応をする参考になる
3の1 専門機関から情報が得られ、共有できる
4の1 特別支援コーディネーター、UDLを園内に置くことで外部専門機関との連携が上手くいく
5の1 専門機関の担当者と情報共有の場が少ない
7の1 特別支援コーディネーター、DDLの担当がいるので連携しやすい
8の1 専門機関のアドバイスを保育でも参考にしている
9の1 保護者が専門機関から聞いた対応の仕方を保育士に教えてくれる(給食・児の発達に応じたきざみ、食べさせ方)
1の4 クラスの状態(環境　雰囲気)も大切
2の2 特別支援も0～5歳の保育全般も支援の仕方、環境構成等違いはない
4の2 支援が必要な子どもの配慮、環境構成を考えることがクラス全体にも生かされる
1の5 クラス集団作りを工夫したり、考えていかなくてはならない
2の3 特別支援は全てに通ずる
3の3 一人の子どもの成長を支えることで、クラス全体が成長できる
5の2 個性、特性を捉えて保育することはごく当然の心構え
5の3 子どもによってかける配慮や時間は違って当然
5の4 共生保育こそ人の多様さを理解するベースが築かれる大切な時期、時間
5の5 共生保育の意義を職員全員で共有したい
6の2 個々に応じた対応を保育に活かせる
7の2 支援を必要とする子どもの成長が周りの子どもたちの成長につながる(互いに成長し合う)
8の2 特別支援は、その子の特徴を掴んだり、必要な手立てを講て働きかけていくという意味では、どの子にも当てはまる
9の2 園でも子どもの発達に応じた対応をすることができる
8の3 特別支援は保育の延長上にあると感じている
4の4 障害の有無ではなく、保育が難しいと感じる子どもを理解して正しく導くことが難しい保護者が大変多くなっている
4の5 家庭環境の変化が背景になにかある
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